
【教員氏名】

井上 敏

【単位数】

2 単位

【授業形態】

『講義』

【講義・演習概要】

本講義では文化財保護を通して現代社会において起きている様々な問題について、その解決には

色々な難しさがあることを学んでもらう予定です。文化財や博物館に興味がない人でもこれから

出ていく社会では解決方法が一つではない、答えが出るかどうかも分からない、といった問題に

ついて考えることは色々役に立ちます。この講義は受講生の皆さんに「考える」ということの第

一歩になるようにしたいと考えています。勿論、博物館学芸員課程の受講生の方にとっては学芸

員課程の諸科目を補完する科目になるので、積極的に受講してください。

【学習（到達）目標】

この講義の学習目標はまず講義の内容をしっかりと理解すること。特に文化財については高校ま

でに習ってきた世界史や日本史の知識を文化財と関連させて理解してもらうこと。次に文化財を

守るということは非常に大事なことだが、それを行っていくためにはいかに難しい問題があるか

、を理解してもらった上で、自分は文化財保護に関してどのように考えるのか、自分なりの意見

を構築してもらうことを目標とします。

【講義・演習計画】

第1回：ガイダンス（講義の概要、成績評価等について）

第2回：震災遺構をどう残すか？－文化財を守ることの意味

第3回：日本の文化財保護制度(1)－廃仏毀釈と日本の宗教の考え方－

第4回：日本の文化財保護制度(2)－日本の文化財保護制度の概要と問題点

第5回：日本の文化財保護制度(3)－埋蔵文化財の保護制度(1)

第6回：日本の文化財保護制度(4)－埋蔵文化財の保護制度(2)

第7回：日本の文化財保護制度(5)－天皇陵と古墳

第8回：日本の文化財保護制度(6)－無形文化財の保護

第9回：古代ローマとキリスト教－宗教と文化財の「価値観」

第10回：ナショナルトラストとエコミュージアム－ヨーロッパにおける仕組み

第11回：文化財を守る国際条約と国際機関

第12回：世界遺産条約(1)－条約の仕組みと問題点

第13回：世界遺産条約(2)－オーセンティシティと多様な価値－

第14回：ユネスコ条約と国境を超える不法取得文化財

第15回：まとめ

【成績評価の方法】

試験評価：100％

出席するのは当然であるので、出席は取りません。試験のみ100点満点で評価します。

【参考文献】

講義では資料を配布します。必要な参考文献は講義内で指示します。

【事前および事後学習の指示（事前学習 30 時間 事後学習 30 時間）】

最近はとみに文化財に関する報道が増えています。そういった新聞やテレビのニュースをこまめ

に見て、問題意識を高めておいてください。

【キーワード】

文化財保護 埋蔵文化財 世界遺産 文化財の国際条約

科目名 クラス 講義区分 科目名 クラス 講義区分曜時

月2

曜時

教養教育特別講義－文化財保護論 01＜秋＞

科目ナンバリング

LBAT1000

科目ナンバリング


